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62

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係
ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63
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○地域の中のグループホームの活動
従来より、地域の中のさまざまな活動を大切にしたグループホームの運営をしてきました。
地元諸区が主催する夏祭りや文化際に積極的に参加したり、地元小中学校の運動会や音楽会
に参加しながら区民の皆さんや児童生徒との交流を深めています。
○地域と連携した防災計画の推進
災害等の非常時には、利用者の避難誘導に地元の皆さんの協力が欠かせません。そのために
は相互に援助しあえる日頃の関係作りが大切であることから、今年２月に地元諸区との「災害時
相互援助協定」を結びました。今後は非常時はもちろんのこと、災害を未然に防止するための相
互援助活動をも進めます。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
小諸の地名は「諸」地区が発祥と云われており、その地区に当ホームがある。開設して今年で12年目を迎えている。
現在18名の利用者が1階と2階で共同生活を送りながら家族や友人、知人と会ったり、一緒に出かけたりとその人ら
しく暮している。健康管理は看護師が行い、状態変化があれば医師である施設長の診察を受け、適切に対応してい
る。重度化や終末期に関しても本人や家族が安心できる支援を法人のネットワークを駆使し対応している。利用者
や家族からも「安心して利用できている」、「感謝している」との声が多い。外出は利用者にとって楽しみの一つであ
り、お花見など大きな行事がある時は近くの同じ法人の老健施設の車を借りて地域のボランティアの協力を得なが
ら全利用者が一緒に出掛けている。また、家族会として日帰り小旅行を計画し利用者、家族、職員が交流している。
家族向けに毎月発行している「弁天の泉」通信やホーム内に掲示されている写真にはとても平均年齢83.5歳とは思
えない若々しいいでたちの利用者の姿を見ることが出来る。災害訓練は消防署や地域住民の協力を得ながら定期
的に行われている。今年の2月、地元の諸区との「災害時援助協定」が結ばれ、住宅地から離れて建つホームに
とって、力強い後ろ盾が出来たといえる。法人の医院、老健施設、介護関連サービス事業所で働く職員は多く、職員
一人ひとりの資質向上のために職員教育が計画的に行われ、個々に目標を持ち勤務に励み、そして互いに切磋琢
磨しながら知識、技術を磨いている。利用者一人ひとりが当たり前の生活を続け、最期までその人らしい人生を送る
ことができるよう熱心に支援し続けているホームである。

基本情報リンク先

長野県小諸市大字諸４０７所在地


